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論　　文　　の　　要　．旨

　本研究は，確率論的エントロピーと統計的距離としてのダイバージェンスを基本的な尺度にして，

数理的考察を進める一方で，確率分布のパラメータの特性をその局所理論としてFiSher情報行列を

リーマン計量とする方法により幾何学的手法をもちいた空問論による解析を行っている。

　第1章では，序論として研究の背景と目的が述べられている。

　第2章では，情報量，Sha㎜㎝エントロピー，Markov情報源について基礎的な項目を解説している。

　第3章では，種々の統計的距離やダイバージェンスについて紹介している。

　第4章では，統計学的な法則と極限定理を応用することによって，Fisher計量を拡張したα計量の

解析のための方法を提案している。特に3項分布の極隈としての二次元正規分布を用いた近似法は，

これまで難解とされていた離散型分布の特性解析の可能性を示した点に大いに意義がある。

　第5章第1節においては，従来のダイバージェンスの特徴を摘出してそれらの概念的統合を実現し，

αβ一ダイバージェンスを定義している。このダイバージェンスにより，従来の各種のαダイバージェ

ンスやa相対エントロピーが容易に導かれる。第2節では，英文，日本文のMarkov情報源のモデル

を作成し，これらの文字のエントロピーを求めたり，また，各言語の統計的距離の計算によってこれ

らの類似性の評価を行っている。
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審　　査　　の　　要　　旨

　α次のFiSher情報行列を用いたパラメータ空聞の測地線の方程式を解くことは一般に非常に難解で

あるが，これを克服するために，α計量の近似を提案した所に独創性がある。これによりα計量のパ

ラメータ空間による解析が容易になった。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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